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特　　　　 集／地域スポーツを支える熱き指導者たち

町政スポット／西村山地区の県立高校の再編整備、平成20年度決算　ほか

カメラさんぽ／Asahi自然観20周年「秋まつり」

ま ち の 話 題／朝日町エコミュージアム20周年記念「朝日町の天地人」、前田沢いき

　　　　　　　いきクラブに県警本部長・県交通安全協会長から連名の感謝状　ほか

シャキシャキの食感がたまりません！

食用菊「もってのほか」の収穫
（10 月 30 日；八ツ沼　小松あさ子さん）
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特集◐  地域スポーツを支える
　　　熱き指導者たち

未来を担う
子供たちに
夢を託して
　毎月、本誌「各種大会の成績」コーナーでは

様々なスポーツ等における子どもたちの活躍を

紹介しています。

　しかし、その華々しい活躍の陰には、子ども

たちの努力はもちろんのこと、地元の指導者の

存在があることを私たちは忘れてはなりません。

町スポーツ少年団（以下スポ少）、中学校部活

動の多くの指導者（コーチ）の方々は、日中は

社会人として仕事を持ち、その一方、ボランテ

ィアで子どもたちの指導にあたっています。こ

うした姿勢が町の子どもたちのスポーツ、そし

てたくましい心と体の育成を支えているのです。

　今回の特集では、こうした町内のスポ少、ま

た中学校部活動を陰で支える指導者（コーチ）

の方々を取材し、それぞれのスポーツや子ども

たちの指導にかける熱い思いをうかがいました。
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　中学は野球部だったものの、
高校以降は水泳部。仕事も県外
で長年そのインストラクターを
務めていた。
　13年前、35歳で帰郷した際、
中学時代の恩師からの依頼を受
けコーチに就任した。草野球は
続けていたものの、ソフトボー
ルの経験はなく、当初は試行錯
誤の連続。最初はとにかく他校
の模倣から始めたという。
「短期間で上達する子どもたち
の姿に毎年多くの感動を与えて
もらっている。卒業後も『続け
たい』と思うような指導をした
い」と指導者としての醍醐味と
抱負を語る。

　小学５年生からバスケット
ボールを始め、小・中学生時代
はキャプテンを務める。高校は
名門の日大山形高校に進学し、
高校３大大会のインターハイ、
国体、ウインターカップにすべ
てレギュラーで出場した。ポジ
ションはガード。
　指導者になったのは、男子の
スポ少が団員の減少で休止して
いた23歳のとき。マンガ「スラ
ムダンク」の人気でバスケット
ボールをしたいという男子が増
え、女子を受け持っていた恩師
から男子復活の依頼を受けた。
「今の自分があるのはバスケの
おかげ。その恩返し」と語る。

　朝日町初、そして唯一の少年
野球チーム「朝日サンフラワー
ズ」設立（昭和62年）の翌年、
小学４年生から野球を始める。
小学・中学・高校それぞれの時
代にキャプテンを務めるなど、
強い責任感と今なお所属する社
会人チームのメンバーから厚い
信頼を得ている。
　小学校時代の恩師からの依頼
を受け、６年前コーチに就任し、
４年前から監督を務める。生来
のキャプテンシーゆえの厳しい
言葉とその裏側にある深い愛情
で、プロ野球選手を夢見る野球
少年たちを育てている。

安達　翔太　くん

（宮宿小５年／大町）

　プロ野球選手になりたくて２
年生から始めました。監督の指
導は厳しいけど、ちゃんと習っ
て夢を実現させたいです。

安藤　美穂　さん

（朝日中２年／西町）

　コーチの指導は厳しいけど、
時には面白いことを言って雰囲
気を和ませてくれたりします。
ソフトボールは卒業してからも
続けたいです。

志藤　周平　くん

（大谷小３年／栗木沢）

　バスケは２年生から始めまし
た。ゴールに入れた時が特に楽
しいです。練習でたくさん走る
ので体力がつきました。
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　二つ上の兄の影響で小学１年
生から剣道を始める。スポ少を
巣立った後も、道場には積極的
に顔を出し、後輩と剣を交えて
きた。そんな流れから高校卒業
と同時にコーチになったのも自
然な流れだったという。
　少子化の影響で団員が減少し
ている中、保育園に出向いて剣
道を紹介したり、地元の豊龍ま
つりで一般向けに神社境内で試
合を披露するなどの取組みも
行っている。
「スポ少の子どもたちや、ほか
の道場の先生など、剣道を通じ
て得られるいろいろな出会いを
大切にしたい」と話す。

　高校時代、友人に誘われて柔
道を始めた。卒業後は長く離れ
ていたが、長男が小学３年生か
ら柔道を始め、保護者として顔
を出すうちに「自分も一から学
び直したい」と再び道着に袖を
通した。「最近になってから学
ぶことも多い。子どもたちと一
緒に学ばせてもらっている」と
謙虚に話し、審判講習会等にも
積極的に参加している。
　「子どもたちには試合で勝つ
こと以上に、自分の能力を全て
出し切ることを言い聞かせてい
る。それを引き出せる指導者に
なりたい」と語る。

　中学まではバスケットボール
部で活躍。３年時には、朝日中
初の県大会優勝を果たした。陸
上を本格的に始めたのは高校入
学後で、主に中距離選手として
活躍。２年・３年時には県高校
陸上８００ｍで連覇を達成した。
　卒業後しばらく陸上から遠ざ
かっていたが、「昔可愛がって
もらった方々へ少しでも恩返し
ができれば」と、３年前、約1０
年ぶりに復帰。子どもたちの指
導にあたる傍ら、今年の西村山
地区駅伝（11／８）に出場する
など、選手としても活躍してい
る。

大竹　克典　くん

（宮宿小５年／大隅）

　野球の基礎体力作りのため、
今年から習っています。足の出
し方、腕の振り方などを教わり、
長距離タイムが速くなりました。

佐藤　亜美　さん

（宮宿小５年／新宿）

　聡先生に誘われて１年生から
剣道を始めました。気をつける
ところをわかりやすく教えてく
れるところが好きです。

鈴木　諒真　くん

（宮宿小６年／助ノ巻）

　５年生から習っています。柔
道はきついけど男らしくてかっ
こいいと思います。中学生にな
ってからもがんばります。
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　卓球を始めたのは中学だが、
進学先の高校でのある人物との
出会いが卓球人生を変えた。そ
の人物とは、べにばな国体の卓
球強化部長を務めていた寒河江
工業高校卓球部の顧問（当時）。
立場上、国体選手の合宿や遠征
を率いていたことから、部員も
それに同行する機会が多く、そ
こで技術・精神面など様々な経
験を積んだ。
　卒業後は長く卓球から遠ざ
かっていたが、その恩師と３年
前偶然再会。卓球に携わるよう
強く勧められ、その後２年ほど
前から子どもたちの指導に携
わっている。

　小学３年生のとき白倉スキー
スポ少（当時）に入り、大学ま
でスキー一筋の人生を送る。
　大学卒業後は県外に就職し、
一時スキーから離れていたが、 
14年前、帰郷を機にカムバック。
自分が巣立ったスポ少へ親子で
再びお世話になることになった。
その後恩師からの依頼を受け、
コーチを快諾。この冬、準指導
員の資格取得を目指して、持ち
前の技術に加え理論面も学ぶ。
「自分が教えていただいた方々
への恩返し。数年後、自分が教
えた子どもたちが指導者として
帰ってくるような指導をした
い」と語る。

　先輩に誘われて中学からテニ
スを始め、大学まで続けてきた。
社会人になってからは、寒河江
市内のクラブに所属し、６年ほ
ど前からコーチも務めている。
　朝日中ソフトテニス部のコー
チを引き受けたのは４年前。当
時の保護者から請われ、「子ど
もたちのやる気に応えたい」と
の思いから引き受けた。「スポ
少時代からの下積みがある寒河
江市内の学校に追いつくには最
初の１年間が重要」と話す。１
年生にも玉拾いではなく、極力
同じメニューを課すなど、子ど
もたち一人一人を大切に指導す
る。

田川　翔平　くん

（朝日中１年／八ツ沼）

　小林コーチはフォームなど基
本からしっかり教えてくれます。
来年はレギュラーを勝ち取り、
活躍したいです。

阿部　航瑠　くん

（朝日中２年／常盤）

　今年の中体連県大会での優勝
は鈴木コーチの存在がすごく大
きかったですね。技術面はもち
ろん、要所要所でチームを和ま
せてくれたり、勇気づけてくれ
たりしました。来年も活躍して
恩返ししたいです。

岡崎　祐　くん

（宮宿小６年／西町）

　スキーは小学１年生から習っ
ています。コーチは数年前から、
蔵王に連れて行ってくれたり、
いつもわかりやすく指導してく
れます。今シーズンも自己ベス
ト更新を目標にがんばります。
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日
頃
よ
り
仕
事
を
終
え
た
夜
間

や
休
日
に
子
ど
も
た
ち
の
指
導
に

あ
た
っ
て
お
ら
れ
る
各
ス
ポ
少
の

指
導
者
、
中
学
校
部
活
動
の
コ
ー

チ
の
方
々
に
対
し
改
め
て
御
礼
と

敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
試
合
で
勝
つ
の
は
誰
で
も
う
れ

し
い
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
に
導
く

だ
け
が
指
導
者
の
役
割
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
が
末
永
い

競
技
人
生
を
送
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
目
標
は
手
の
届
く
範
囲
で
あ

る
「
（
現
在
の
）
一
つ
上
」
を
掲

げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
を
好
き
に

な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
指
導
を
行

う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
を
教
え
る
側
も
教
わ

る
側
も
、
仕
事
、
学
校
が
終
わ
っ

　
私
は
、
小
学
１
年
生
か
ら
中
学

ま
で
大
谷
剣
道
ス
ポ
少
で
多
く
の

先
生
方
か
ら
剣
道
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
指
導
の
も
と
高
校
で
も
練
習

に
励
み
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
制
覇
を

成
し
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
現
在
、
中
央
大
学
剣
道

部
員
と
し
て
、
も
う
一
度
日
本
一

を
め
ざ
し
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

伝
統
の
あ
る
剣
道
部
に
は
全
国
各

地
か
ら
実
績
の
あ
る
選
手
が
多
く

集
ま
っ
て
お
り
、
各
々
が
さ
ま
ざ

ま
な
ス
タ
イ
ル
や
考
え
方
を
持
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
自
分
に

吸
収
で
き
る
も
の
は
吸
収
し
て
技

術
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
私
が
一
番
大
事
と
す
る

の
は
子
供
の
頃
に
大
谷
剣
道
ス
ポ

少
で
学
ん
だ
基
礎
な
の
で
す
。
そ

て
か
ら
、
あ
る
い
は
休
日
に
体
育

館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
来
る
と
い
う

の
は
、
や
や
も
す
れ
ば
、
面
倒
な

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

い
ざ
来
て
み
れ
ば
、
仲
間
、
そ
し

て
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
気
持
ち

よ
い
汗
を
流
し
な
が
ら
競
技
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

そ
れ
は
結
果
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
た
仲
間
づ
く
り
、
健
康
づ
く

り
の
第
一
歩
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　　
少
子
化
の
時
代
で
は
あ
り
ま
す

が
、
指
導
す
る
側
に
も
受
け
る
側

に
も
、
ま
ず
は
「
体
育
館
（
グ
ラ

ウ
ン
ド
）
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い

や
す
い
環
境
づ
く
り
」
が
大
切
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

の
基
礎
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
自

分
に
あ
っ
た
剣
道
と
い
う
も
の
を

創
っ
て
き
ま
し
た
。
中
学
、
高
校
、

大
学
と
上
が
る
に
つ
れ
て
基
礎
の

大
切
さ
を
身
に
し
み
て
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
基
礎
と
い
う
の
は
剣
道
以

外
の
競
技
で
も
大
切
な
も
の
だ
と

私
は
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
有
名
な

選
手
で
も
最
初
か
ら
強
か
っ
た
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
と
も
と
は

地
元
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
指
導

を
受
け
て
い
た
の
で
す
。

　
私
は
長
期
の
休
み
に
な
る
と
、

必
ず
地
元
の
ス
ポ
少
に
顔
を
出
す

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
私

を
育
て
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝

で
あ
り
、
改
め
て
自
分
を
見
つ
め

直
す
場
所
だ
か
ら
で
す
。
こ
ん
な

私
を
地
元
の
人
た
ち
は
と
て
も
温

か
く
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
「
帰
る
場
所
」
が
あ
る
と

い
う
こ
と
は
私
に
と
っ
て
幸
せ
な

こ
と
で
す
。
こ
の
地
元
の
方
々
の

応
援
が
あ
る
か
ら
私
は
こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
い
け
る
の
で
す
。

末
永
い
競
技
人
生
に

つ
な
が
る
指
導
を

「
帰
る
場
所
」
が
あ
る
幸
せ

地
元
の
方
々
の
応
援
に
感
謝

朝日町スポーツ少年団本部長

阿部 哲さん

（常盤／50歳）

中央大学剣道部２年

村山　仁さん

（大谷七出身／20歳）

朝日卓球スポーツ少年団の指
導者として平成元年から携わ
る。平成17年４月から現職。

大谷剣道スポ少で小学１年か
ら剣道を始める。酒田商業高
校３年生で高校総体（イン
ターハイ）個人全国制覇。
中央大学（東京都）では１年
生からチームの主力として活
躍している。

村山さんを温かく迎える
地元の若手指導者の皆さん

（10月25日／茨城県内の大会にて）
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現
在
は
「
少
子
化
」
が
社
会
の
中
で
様
々
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
が
、
青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
面
に
お
い
て
は
、

団
員
・
部
員
数
の
減
少
に
よ
り
団
体
戦
の
チ
ー
ム
編
成
が

困
難
に
な
る
な
ど
の
問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
れ
は
プ
ラ
ス
思
考
で
考
え
れ
ば
、
多
人
数

で
は
試
合
に
出
場
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
も
、
出
場
す
る

機
会
が
増
え
、
そ
れ
は
結
果
と
し
て
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
積
む
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

少
子
化
の
時
代
に
は
そ
の
時
代
な
り
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

こ
と
も
事
実
で
す
。

町
内
各
ス
ポ
少
、
中
学
校
部
活
動
の
い
ま

少
な
い
子
ど
も
た
ち
で
も

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

【
グ
ラ
フ
１
】

朝
日
町
内
の
小
中
学
生
の
推
移

　
過
去
15
年
間
の
推
移
を
表
し
て

い
ま
す
。
平
成
2０
年
度
は
、
小
学

生
で
平
成
５
年
当
時
の
約
5０
％
、

中
学
生
で
同
約
56
％
、
全
体
で
約

52
％
台
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

【
グ
ラ
フ
２
】

町
内
ス
ポ
少
団
員
数
（
小
学
生
）

　
平
成
2０
年
度
は
全
小
学
生
３
８

０
人
の
う
ち
、
全
体
の
約
3０
％
に

あ
た
る
１
１
０
人
が
町
内
の
ス
ポ

少
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
確
認
で
き
る
範
囲
で
過

去
の
加
入
者
数
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

平
成
15
年
度
に
は
１
５
３
人
で
、

全
小
学
生
に
占
め
る
割
合
は
約
35

％
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
５
年

間
で
５
％
ほ
ど
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
町
内
に
お
い
て
も

ス
ポ
少
に
登
録
し
て
い
な
い
ス
ポ

ー
ツ
団
体
や
、
町
外
の
団
体
で
ス

ポ
ー
ツ
に
は
げ
ん
で
い
る
子
ど
も

た
ち
も
い
ま
す
。

【
グ
ラ
フ
３
】

町
内
の
ス
ポ
少
加
入
者
の
状
況

　
平
成
2０
年
度
の
人
数
を
ま
と
め

て
い
ま
す
。
野
球
が
若
干
多
い
の

を
除
け
ば
、
ど
の
ス
ポ
少
も
15
人

前
後
と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
試
合
1０

人
の
選
手
の
出
場
が
求
め
ら
れ
る

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
男
女
と
も

に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
数
的
に
は
足
り
て
い

る
ス
ポ
少
で
も
、
競
技
を
始
め
て

間
も
な
い
低
学
年
の
子
ど
も
た
ち

が
大
会
出
場
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

【
グ
ラ
フ
４
】

朝
日
中
部
活
動
加
入
者
の
状
況

　
平
成
2０
年
度
の
１
年
生
か
ら
３

年
生
ま
で
の
合
計
人
数
を
そ
れ
ぞ

れ
の
競
技
男
女
混
合
で
ま
と
め
て

い
ま
す
。
男
子
の
み
で
構
成
す
る

野
球
と
テ
ニ
ス
、
女
子
の
み
で
構

成
す
る
バ
レ
ー
と
ソ
フ
ト
が
、
他

の
男
女
で
集
計
し
て
い
る
部
と
比

較
し
て
若
干
多
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
全
体
の
３
分
の
１
に

あ
た
る
３
年
生
が
抜
け
た
後
は
、

い
ず
れ
の
部
も
少
な
い
人
数
で
の

活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

【グラフ１】町内小中学生数の推移
（資料：朝日町教育委員会）

【グラフ２】H20年度の町内スポ少団員数（小学生）
（資料：朝日町教育委員会）

【グラフ３】H20年度町内のスポ少加入者の状況（小学生）
（資料：朝日町教育委員会）

【グラフ４】H20年度朝日中部活動加入者の状況
（資料：朝日中学校）

加入（110 人） 非加入（270 人）
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町交流・観光の拠点として
果たすべき役割を再確認

Asahi自然観20周年記念式典

　

昨
年
度
か
ら
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
る
西
村
山
地
区
の

県
立
高
校
４
校
（
寒
河
江
、

寒
河
江
工
、
谷
地
、
左
沢
）

の
再
編
整
備
に
つ
い
て
こ
の

ほ
ど
中
間
報
告
が
ま
と
ま
り
、

そ
の
説
明
会
が
10
月
29
日
創

遊
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
３
月
末
現
在
の
西
村

山
地
域
（
以
下
「
本
地
域
」）

の
中
学
校
卒
業
生
は
９
３
４

人
。
し
か
し
、
推
計
で
は
５

年
後
の
平
成
26
年
度
に
は
８

１
５
人
と
な
る
見
込
み
で
す
。

ま
た
、
現
在
本
地
域
の
県
立

高
校
４
校
で
は
16
学
級
、
６

４
０
人
の
生
徒
が
学
ん
で
い

ま
す
が
、
今
後
、
卒
業
生
の

減
少
が
続
く
こ
と
か
ら
、
県
教

育
委
員
会
で
は
、
26
年
度
に

は
、
適
正
規
模
と
し
て
13
学

級
程
度
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
仮
に
現

在
の
４
校
体
制
の
ま
ま
学
級

数
の
み
を
減
ら
し
た
場
合
、

一
校
あ
た
り
の
生
徒
や
教
員

数
の
減
に
よ
り
、
部
活
動
や

一
部
の
教
科（
社
会
や
理
科
）

の
選
択
の
幅
が
制
限
さ
れ
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
近
年
は
本
地
域
の
中
学
校

卒
業
生
の
多
く
が
東
南
村
山

地
域
の
高
校
へ
進
学
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
地
域
の
子

ど
も
た
ち
が
本
地
域
の
高
校

で
学
ぶ
魅
力
を
高
め
る
た
め
、

高
校
自
体
の
再
編
整
備
が
検

討
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
教
育
関
係
者
や

小
中
学
生
の
保
護
者
な
ど
約

60
人
が
出
席
。
説
明
で
は
、

特
色
の
異
な
る
３
校
が
交
流
・

連
携
し
た
「
キ
ャ
ン
パ
ス
制

に
よ
る
再
編
」
や
、
医
療
や

美
術
な
ど
の
選
択
科
目
を
充

実
さ
せ
た
普
通
科
の
進
学
校

と
、
農
工
業
関
係
の
専
門
学

科
及
び
総
合
学
科
を
併
置
し

た
学
校
の
「
２
校
へ
の
再
編
」

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
会
は
西
村
山
管

内
の
各
市
町
で
開
催
。
今
後

各
住
民
の
方
々
の
声
を
踏
ま

え
て
さ
ら
な
る
検
討
を
重
ね
、

来
年
２
月
ま
で
に
最
終
報
告

を
ま
と
め
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

Ｑ．現在小中学校で実施している少人数学級
　　「さんさんプラン」を高校にも導入する
　　ことはできないのか。
Ａ．検討委員会でも話は出たが、（現在の）

　　一学級40人というのは国の基準。国か

　　ら交付される予算もあるので、県が単独

　　で実施するのは難しい。

Ｑ．キャンパス制はいい発想だが、どんな内
　　容の交流を考えているのか。
Ａ．校舎の設置場所にもよるが、授業間で移

　　動することを考えると、教師が移動する

　　ことになるだろう。ただし、夏季・冬季

　　の特別な講義などは様々な形態の交流が

　　考えられる。

Ｑ．現在は社会全体が東南村山地域へ集中し
　　ている状況だ。そういった意味でも、西
　　村山地域の子どもたちが、入りたいと思
　　うような高校への再編を望む。
Ａ．今回の再編整備の根本にあるのは「西村

　　山地域の子どもたちを、この地域に残し

　　たい」という考えだ。今回提案した

　　「キャンパス制」は実現されれば県内で

　　は初の試みとなるが、今後もなお一層地

　　域の方々の声を聞くようにしたい。

質疑応答の中から一部を

紹介いたします

　Asahi自然観の2０周年記念式典が1０月25日開催

され、町内各種団体の代表者や、設立・運営に携わ

った町職員ＯＢなどおよそ1００人が出席しました。

　式典では、はじめに代表取締役社長である鈴木

町長が式辞。計画当初は建設に賛否両論があった

ことや、過疎対策、雇用面、そして交流・観光面

で大きな役割を果たしてきたことなどについて、

これまでの尽力されてきた方々へ感謝とねぎらい

の意を表しながら述べました。

　このあと、2０年の歩みを振り返る写真の上映や

記念祝賀会も開催され、出席者は思い出話に花を

咲かせながら、3０周年、4０周年でのさらなる盛会

を祈念しました。

「キャンパス制」などを提案

西村山の生徒が西村山で学ぶ魅力を高める高校のあり方を検討

～「西村山地区の県立高校の再編整備に係る検討委員会」 「中間まとめ」に関する地域説明会～
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ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

１
０
０
歳
以
上
の
長
寿
者
に
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
賀
詞

　

見
よ
う
に
よ
っ
て
は
、
両
手
を
合
わ
せ
拝
ん

で
い
る
よ
う
に
見
え
る
『
拝
み
カ
マ
キ
リ
』
。

実
は
、
こ
の
左
右
の
前
脚
を
揃
え
て
胸
部
に
つ

け
る
よ
う
に
折
り
た
た
む
独
特
の
姿
勢
は
、
じ

っ
と
動
か
ず
に
待
ち
伏
せ
を
し
、
獲
物
を
狙
う

時
の
体
勢
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
の
の
見
方
は
千
差
万
別
で
十
人
い
れ
ば
十

人
の
見
方
、
そ
し
て
ま
た
、
同
じ
人
で
も
そ
の

時
の
思
い
感
情
の
違
い
な
ど
に
よ
っ
て
、
同
じ

も
の
を
見
て
も
ま
る
で
違
っ
た
見
方
を
し
て
し

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
芸
を
追
求
さ
れ
た
そ
の
先
に
は
、
絶
え
間

な
い
努
力
と
研
究
心
。
そ
し
て
ひ
た
む
き
な
情

熱
に
よ
っ
て
、
普
段
私
た
ち
の
気
付
き
得
な

い
真
の
意
味
を
教

え
て
い
た
だ
け
る
。

芸
術
と
は
奥
が
深

い
も
の
だ
な
ぁ
と

改
め
て
考
え
さ
せ

ら
れ
た
思
い
で
す
。

　

「
茶
の
湯
の
中
に
何
を
見
出
す
か
」
な
ど
と

言
う
こ
と
は
、
素
人
の
私
に
は
と
て
も
と
て
も

奥
が
深
く
口
に
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
が
、

ま
う
。

　

も
の
の
本
質
・
真
髄
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な

も
の
で
、
ど
う
す
れ
ば
見
極
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

十
一
月
三
日
。

四
十
五
回
目
を
迎

え
る
朝
日
町
芸
術

文
化
祭
。
多
く
の

来
場
者
を
迎
え
て

の
式
典
が
創
遊
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
そ
の
折

当
町
出
身
の
若
柳
由
美
香
先
生
の
祝
舞
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
水
を
打
っ
た
静
け
さ
に

包
ま
れ
、
そ
の
中
で
至
福
の
芸
の
粋
を
堪
能
さ

た
だ
素
直
に
見
え
る
も
の
を
心
に
留
め
、
触
れ

る
も
の
、
聞
こ
え
る
音
な
ど
、
体
感
で
き
る
も

の
を
自
分
の
感
性
で
味
わ
う
。
こ
の
こ
と
が
と

て
も
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
教
え
て
い
た

だ
い
た
思
い
が
し
ま
す
。

　

目
の
前
に
あ
る
も
の
を
素
直
な
気
持
ち
で
見

る
こ
と
と
、
そ
の
奥
に
あ
る
真
実
を
見
る
目
を

養
う
こ
と
。
そ
こ
に
も
芸
術
文
化
の
素
晴
ら
し

さ
、
奥
の
深
さ
の
一
端
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

芸
術
文
化
の
素
晴
ら
し
さ

（49）

素
直
な
気
持
ち
で
見
る
こ
と
と
、
そ
の

奥
に
あ
る
真
実
を
見
る
目
を
養
う
こ
と

　
今
年
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ

た
長
寿
者
５
人
に
対
し
、
こ
の

ほ
ど
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
賀
詞

が
贈
呈
さ
れ
、
そ
の
伝
達
の
た

め
1０
月
2０
日
鈴
木
町
長
が
対
象

者
の
も
と
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
の
一
人
、
武
田
を

ち
よ
さ
ん
（
栄
町
）
は
、
自
宅

周
辺
の
草
む
し
り
や
、
家
族
経

営
で
育
て
て
い
る
ぶ
ど
う
の
出
荷
箱
作
り
な
ど
、
近
年
も
は
つ
ら

つ
と
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
家
族
の
方
に
よ
れ
ば
、
好

き
な
食
べ
物
は
お
寿
司
だ
そ
う
で
、
回
転
ず
し
に
行
け
ば
、
大
好

き
な
マ
グ
ロ
な
ど
を
中
心
に
５
皿
ほ
ど
を
召
し
上
が
る
そ
う
で
す
。

【
内
閣
総
理
大
臣
賀
詞
等
贈
呈
者
（
敬
称
略
）
】

松
田
ヨ
子
ヲ(

大
谷
四)

、
阿
部
み
ち(

松
程)

、
武
田
を
ち
よ(

栄
町)

、

後
藤
せ
い(

宿)

、
志
藤

を(

ふ
れ
あ
い
荘)

農
業
経
営
統
計
調
査
に
貢
献

鈴
木
喜
美
夫
さ
ん
に
農
水
大
臣
よ
り
感
謝
状

地
区
の
和
を
大
切
に
…

西
町
公
民
館
が
県
優
良
公
民
館
等
表
彰

　
農
業
経
営
統
計

調
査
対
象
農
家
と

し
て
2０
年
に
わ
た

り
協
力
さ
れ
た
鈴

木
喜
美
夫
さ
ん(

雪

谷)

に
こ
の
ほ
ど
農

林
水
産
大
臣
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
経
営
統
計
調
査
と
は
、
個
別
の
農
業
経

営
や
農
家
経
済
の
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
農
林
水
産
省
が
行
う
統
計
調
査
。

鈴
木
さ
ん
は
ご
自
身
が
営
む
畜
産
等
に
つ
い
て
、

収
支
内
容
や
管
理
費
、
労
働
時
間
な
ど
簿
記
の

記
帳
を
通
じ
て
長
年
調
査
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
「
各
種
数
値
の
記
帳
を
通
じ
て
、

経
営
の
良
い
点
、
悪
い
点
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

そ
の
点
で
は
自
分
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
に
な
り

ま
し
た
ね
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
西
町
公
民
館
（
佐
竹
政
子
館
長
）
が

平
成
21
年
度
山
形
県
優
良
公
民
館
等
表
彰
を
受
け
、

1０
月
22
日
に
米
沢
市
で
開
催
さ
れ
た
第
2０
回
山
形

県
公
民
館
大
会
の
席
上
、
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
評
価
を
受
け
た
の
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
の
世
代
間
交
流
事
業
を
通
し
た
地
域
活
性

化
活
動
や
、
現
代
的
課
題
に
対
応
し
、
生
活
に
密

着
し
た
講
座
を
開
催
し
て
い
る
点
。
佐
竹
館
長
は

「
こ
れ
か
ら
も

様
々
な
活
動
を

通
じ
て
、
地
区

民
の
『
和
』
を

大
切
に
し
て
い

き
た
い
」
と
語

っ
て
い
ま
し
た
。
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平成20年度

決算の概要

地方交付税
23億8,590万円
54.5％

民生費
9億8,613万円
23.8％

公債費
8億3,277万円
20.1％土木費

4億2,468万円
10.3％

総務費
4億9,344万円
11.9％

衛生費
4億2,151万円
10.2％

町税
6億5,705万円
15.0％

町債
3億9,920円
9.1％

国庫支出金
2億830円
4.8％

県支出金
1億7,727円　4.1％

地方譲与税・交付金　　1億6,195万円　3.7％
 内訳
地方譲与税　　　　　　6,346万円　1.5％
利子割交付金　　　　　　　264万円　0.1％
配当割交付金　　　　　　　68万円　0.0％
株式等譲渡所得割交付金　　18万円　0.0％
地方消費税交付金　　　　　6,168万円　1.4％
自動車取得税交付金　　　　2,328万円　0.5％
地方特例交付金　　　　　861万円　0.2％
交通安全対策特別交付金　　143万円　0.0％

教育費
3億9,903万円
9.7％

繰越金　8,022万円　1.8％

繰入金　1億6,146円　3.7％

諸収入　5,461万円　1.2％

使用料及び手数料　6,832万円　1.6％

消防費　2億2,436万円　5.4％

農林水産業費　1億4,211万円　3.4％

商工費　1億2,567万円　3.0％

議会費　7,570万円　1.8％

災害復旧費　238万円　0.1％

労働費　1,022万円　0.3％

その他　　　　　　2,098万円　0.5％
 内訳
分担金及び負担金　 1,085万円　0.2％
財産収入　　　　　964万円　0.2％
寄付金　　　　　　 50万円　0.0％

41億3,801万円

43億7,526万円

歳入歳出決算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

※病院事業・水道事業の収支の不足額は、過年度分損益勘定留保資金等で補てんしています。
※全会計とも、実質黒字または資金剰余となっています。

歳入（収入） 歳出（支出） 差引 町債現在高 積立金現在高 

一般会計 43億7,526万 41億3,801万 2億3,725万 50億8,871万 10億5,423万 

特
別
会
計

集落排水事業 2,360万 1,776万 584万 3,670万 3,232万

国民健康保険 10億6,282万 9億4,147万 1億2,135万 －　 1億8,522万

老人保健 1億4,530万 1億4,281万 249万 －　 －　

介護保険 8億4,762万 8億3,466万 1,296万  －　 4,211万

後期高齢者医療 8,156万 8,068万 88万  －　 －　

企
業
会
計

病院事業
（収益的収支） 7億4,287万 7億4,607万 △320万

6億9,518万 －　
（資本的収支） 5,869万 1億488万 △4,619万 

水道事業
（収益的収支） 1億6,926万 1億3,682万 3,244万

2億1,333万 7,709万
（資本的収支） 2,212万 1億1,685万 △9,473万

　朝日町の平成２０年度決算が、９月議会で

認定されました。みなさんから納めていただ

いた税金や国・県からの支出金がどのように

使われたのか、本町の財政状況がどうなって

いるのか、その概要をお知らせします。この

結果は、平成２１年度の予算執行、平成２２

年度の予算編成に生かされます。
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【
朝
日
町
の
状
況
、
お
よ
び
今

後
の
取
り
組
み
】

　

朝
日
町
の
健
全
化
判
断
比
率

は
、
早
期
健
全
化
基
準
を
大
き

く
下
回
り
、
県
内
町
村
の
中
で

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
「
健
全
段
階
」

と
な
り
、
こ
れ
ま
で
、
財
政
の

健
全
運
営
に
努
め
て
き
た
結
果

が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
財
政
状
況

を
考
え
る
と
き
は
、
他
の
財
政

指
標
等
も
合
わ
せ
て
考
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
朝
日
町
は
、

特
に
財
政
力
指
数
、
経
常
収
支

比
率
が
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
ま
で
、
人
件
費
・
公
債
費
等

の
経
常
経
費
の
削
減
に
努
め
て

来
ま
し
た
が
、
少
子
高
齢
化
・

定
住
対
策
に
要
す
る
経
費
の
増

加
、
更
に
は
、
町
税
や
地
方
交

付
税
の
歳
入
の
減
少
に
よ
り
、

今
後
と
も
厳
し
い
財
政
運
営
と

な
る
見
込
で
す
。
持
続
可
能
な

財
政
運
営
を
行
う
た
め
、
引
き

続
き
、
財
政
の
健
全
性
を
保
つ

よ
う
努
め
ま
す
。
全
体
の
財
政

状
況
を
判
断
し
な
が
ら
、
総
合

発
展
計
画
や
行
政
評
価
と
連
動

し
、
事
業
の
重
要
度
・
優
先
度

や
投
資
効
果
な
ど
を
考
慮
し
て
、

効
果
的
・
重
点
的
な
財
源
配
分

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
類
似
団
体
】

　
人
口
、
産
業
構
造
の
組
み
合
わ

せ
が
似
通
っ
た
町
村
。
全
国
の
町

村
を
15
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
て
い

る
。

【
財
政
力
指
数
】

　
標
準
的
な
行
政
活
動
を
行
う
経

費
に
、
町
税
等
の
標
準
的
な
収
入

で
ど
れ
だ
け
賄
え
る
か
を
示
す
。

１
に
近
く
あ
る
い
は
１
を
超
え
る

ほ
ど
財
源
に
余
裕
が
あ
る
（
１
を

超
え
る
と
普
通
交
付
税
の
不
交
付

団
体
と
な
る
）
。

【
経
常
収
支
比
率
】

　
経
常
的
収
入
（
町
税
、
普
通
交

付
税
等
の
毎
年
常
に
入
っ
て
く
る

財
源
）
か
ら
経
常
的
支
出
（
人
件

費
、
公
債
費
、
扶
助
費
等
の
毎
年

必
ず
支
払
う
経
費
）
に
充
て
ら
れ

た
割
合
を
示
す
。
値
が
小
さ
い
ほ

ど
自
由
に
使
え
る
資
金
が
多
い
。

【
健
全
化
判
断
比
率
】

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
、

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
性

に
関
す
る
比
率
。
基
準
を
超
え
る

と
財
政
健
全
化
（
再
生
）
計
画
を

策
定
し
、
財
政
の
早
期
健
全
化
及

び
財
政
の
再
生
を
図
る
こ
と
と
な

る
。
計
画
が
実
施
さ
れ
な
い
と
き

は
、
国
・
県
か
ら
予
算
の
変
更
等

の
勧
告
を
受
け
る
場
合
が
あ
る
。

【
実
質
赤
字
比
率
】

　
一
般
会
計
等
に
係
る
実
質
赤
字

額
の
標
準
財
政
規
模
（
税
＋
交
付

税
＋
臨
時
財
政
対
策
債
）
に
対
す

る
比
率
。［
早
期
健
全
化
基
準
15
％
、

財
政
再
生
基
準
20
％
］

【
連
結
実
質
赤
字
比
率
】

　
全
会
計
に
係
る
実
質
赤
字
額
の

標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
。

［
早
期
健
全
化
基
準
20
％
、
財
政

再
生
基
準
40
％
］

【
実
質
公
債
費
比
率
】

　
一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
公
債

費
（
借
金
の
返
済
）
等
に
充
て
た

一
般
財
源
の
、
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
比
率
。
こ
の
値
が
大
き
い

ほ
ど
、
公
債
費
の
割
合
が
高
く
、

財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
と
な

る
。
18
％
を
超
え
る
と
町
債
の
発

行
に
県
の
許
可
が
必
要
と
な
る
。

［
早
期
健
全
化
基
準
25
％
、
財
政

再
生
基
準
35
％
］

【
将
来
負
担
比
率
】

　
一
般
会
計
等
が
将
来
負
担
す
べ

き
債
務
（
借
金
等
）
の
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
比
率
。
こ
の
比
率

が
高
い
場
合
、
将
来
こ
れ
ら
の
負

担
額
を
実
際
に
支
払
う
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
財
政
運
営

が
圧
迫
さ
れ
る
な
ど
の
問
題
が
生

じ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
す
。

［
早
期
健
全
化
基
準
３
５
０
％
］

財政指標で見る朝日町の財政状況【　 …良い、 …普通、 …良くない　】

（注1）指標は「地方財政状況調査」「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」をもとにしています。
（注2）平成20年度は速報値（見込み）です。
（注3）県内町村、類似団体の各種比率は、単純平均です。

平成20年度 平成19年度 

朝日町
県内22町村平均

（朝日町の順位）
朝日町

県内22町村平均
（朝日町の順位）

全国の類似団体
122町村の平均

（朝日町の順位） 
財政力指数

（1に近いか1を超えるほど余裕がある） 
0.24

0.29
（高い方から14位） 

0.24
0.29

（14位） 
0.27

（54位） 
経常収支比率

（値が小さいほど自由に使えるお金が多い） 
94.9%

91.5%
（小さい方から18位）

95.9%
92.1%

（19位）
88.1%

（106位） 

一人当たりの町債残高 60.7万円
55.1万円

（少ない方から12位） 
63.1万円

57.3万円
（12位）

92.0万円
（24位）

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率
－%

（黒字のため　　　
比率なし）

－ %
（全町村黒字の
ため比率なし）

－ %
（黒字のため

比率なし）

－ %
（全町村黒字の
ため比率なし）

連結実質赤字比率
－%

（黒字のため　　　
比率なし）

－ %
（全町村黒字の
ため比率なし） 

－ %
（黒字のため

比率なし）

－ %
（全町村黒字の
ため比率なし）

実質公債費比率
（小さいほど公債費負
担の割合が少ない） 

12.1%
17.1

（小さい方から1位） 
12.7%

17.5%
（1位）

16.3%
（23位） 

将来負担比率
（小さいほど将来の債
務の割合が少ない） 

53.8%
117.3%

（小さい方から2位） 
60.8%

129.0%
（2位）



上空から眺める「椹平の棚田」
扇状に広がるその美しい姿に多くの人が感動していました

新旧明鏡橋と大隅、栗木沢、そして大谷地区
りんごの反射シートがいたるところで確認できました

見事に赤く染まったもみじを
写真に収める人の姿も

秋 まつ り

紅葉の朝日町
ヘリコプター遊覧



　このほどオープン20周年を迎えたAsahi自然観の「秋まつ

り」が10月24日・25日の両日開催されました。

　今回の秋まつりは20周年を記念して例年以上に様々な催し

を開催。中でもヘリコプター遊覧飛行は２日間で160人が利

用し、紅葉のベストシーズンとなった自然観周辺や、最上川の

蛇行、稲刈りを終えた黄色の田んぼなど朝日町の街並みを楽し

みました。

四輪バギーにまたがり
紅葉を楽しみました

「そばの実会」による
手打ちそばウサギとのふれあい

白倉産の豊富な山の恵み地元の有志によるチェーンソーアート

Asahi自然観20周年秋 まつ り
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朝日町エコミュージアム20周年記念事業「朝日町の天地人」　（11月８日／旧立木小ほか）

まちの話題
ナメコたくさん採れたよ

（10月22日／わかば保育園）
朝日中２年生が手作り絵本の読み聞かせ

（10月14日／さゆり保育園）
ここで紹介した情報以外にも、ホームページ内

「まちの写真館」には写真がいっぱい。見てね！

　農耕の神様「豊
とよたまひめ

玉姫」が祀られている豊龍神社

の門前町・宮宿地内に、往時の賑やかさを取り戻

そうと、宮宿中央通り商業振興会（鈴木徳博会

長）が中心となって企画した豊玉姫まつりの収穫

感謝祭が11月８日同商店街で開催されました。

　朝日町の収穫期にふさわしく、今年は「りん

ご」をテーマに、即売会や来場者が審査員とな

る料理コンテスト（写真右）を開催。そのほか、

　現在の「NPO法人

朝日町エコミュージア

ム協会」の母体である

「町エコミュージアム

研究会」が設立されて

から2０年の節目を迎え

た今年、その記念イベ

ントとして11月８日

「朝日町の天地人」と

題した歴史学習会が開

催されました。

　この日は午前・午後

の２部構成の内容で、

今年のＮＨＫ大河ドラ

マ「天地人」にまつわ

る町内の様々な遺構に

ついて多方面から考察。午前中は「もう一つの出

羽合戦。八ツ沼城は強かった」というテーマのも

と、16００年の慶長出羽合戦の際の上杉軍による町

内への侵攻経路などを見学しました。このうち、

現在の春日沼付近にあったとされる八ツ沼城跡で

は、町エコミュージアム案内人の会会長の宮本建

一さん（西船渡）が当時の上杉軍に対する地形を

生かした守りを解説。攻略されるまで２週間ほど

を要した根拠について説明しました。

りんご一色に彩られた商店街

宮宿商店街「豊玉姫まつり」第３弾　収穫感謝祭　（11月８日／宮宿中央通り商店街）

「りんご畑のベ

ンツ」こと、り

んごの防除機

（スピードスプ

レヤ）が展示さ

れるなど、商店

街がりんご一色

に彩られた一日

となりました。

　続く午後には旧立木小を会場に「朝日軍道」を

テーマにしたパネルディスカッションを開催。パ

ネリストに北畠教爾朝日町史編さん委員、山田栄

二朝日連峰天狗小屋管理人、花山忠夫朝日山岳会

会長、大原一興日本エコミュージアム研究会会長

を迎え、コーディネーターは長岡信悦町エコミュ

ージアム協会理事長が務めました。このうち、朝

日軍道の歴史的研究を解説した北畠氏は、花山氏

らによる踏破記録写真を目にし「すばらしい情報

をいただきました。古文書と現場がつながりまし

た」と語っていました。

　この2０年間会の運営に携わってきた長岡理事長

は「町発展計画に取り入れていただくなど、町と

手を取り合ってきたことが長年継続できた秘訣だ

と思います。最近では各地区が自分たちで住む地

域を見直す活動を始めるなど、協会の外でもエコ

ミュージアム的な活動が生まれています。今後も

町やそうした団体と連携しながら会の発展を図っ

ていきたいですね」と語っていました。

「天地人」にまつわる町内の様々な遺構を多方面から考察

八ツ沼城跡を散策する参加者

パネルディスカッションの様子

りんごを使った料理コンテスト
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前田沢いきいきクラブに県警本部長・県交通安全協会
長から連名の感謝状が贈呈　　（10月22日／前田沢公民館）

　毎年、前田沢交差点付近に

「交通安全かかし」を設置して

いる前田沢いきいきクラブ（長

岡一美代表）がこのほど県警本

部長・県交通安全協会長の連名

による感謝状の贈呈を受け、1０

月22日その受賞祝賀会が同区公

民館で開催されました。

　同クラブは地区内の高齢者が

気軽に集まり楽しく過ごす場を

設けることで介護予防につなげ

ようと、平成13年に設立。地区

内のボランティアの方々（12

人）が企画・運営にあたり、高

齢者の方々（25人）とともに

様々な活動を行っています。

　かかしの製作は、地区が国道

８年間かかしで交通安全をよびかける

棚田米販促キャンペーン
（10月31日／神奈川県小田原市）

りんごの樹オーナー制収穫
祈願祭　（10月24日／秋葉山交遊館）

朝日中３年生ぶどう収穫
体験会　（10月15日／ワイン城）

　1０月31日、椹平棚田保全活動

推進委員会（志藤勝幸会長）に

よる棚田米販促キャンペーンが

昨年に続き神奈川県小田原市の

小田原百貨店で行われました。

同委員会では平成19年から椹平

の棚田米を県外米穀店に出荷し

ていますが、首都圏の消費者に

おいしさと棚田の原風景を知っ

てもらおうと実施されました。

　この日は、新米のコシヒカリ

を炊きたてのおにぎりで提供。

消費者からは「天日干しは何が

違うの」などの質問が寄せられ、

約1００個分が飛ぶようになくな

っていきました。

　一口５万円でりんご（ふじ）

の木丸ごと１本のオーナーにな

れる「りんごの樹オーナー制」。

1０月24日、今年の収穫祈願祭が

開催されました。

　今回はオーナー登録者66人の

うち33人とその家族など97人が

参加。午前中に各園地で玉返し

などの作業を行ったあと、交遊

館に場所を移動。地元産ワイン

やりんごジュース、そして収穫

を祈願する杵つき餅などで朝日

町の秋を味わったほか、りんご

の皮むき競争などのアトラクシ

ョンも催され、参加者は終始満

面の笑みを浮べていました。

　朝日中３年生のぶどう収穫体

験会が1０月15日ワイン城（朝日

町ワイン）内の園地で行われ、

８2人の生徒が参加しました。

　この体験会は平成14年から毎

年３年生の親子行事として行わ

れているものですが、今年は新

型インフルエンザの影響により

予定が変更され、生徒だけの行

事となりました。

　収穫したのはメルローという

赤ワインの原料となる品種で、

このブドウからワインが造られ、

５年後の成人式のときに初めて

口にするお酒として贈られる予

定です。

棚田米を首都圏でＰＲ 収穫間近の作業で団らん ５年後の再会で乾杯

沿いにあることから、交通安全

を呼びかけようと、同14年から

開始。昔話などを題材に毎年５

～1０体ほど製作してきました。

　長岡代表は「かかしを作るた

び、自分たちも交通安全を意識

するようになりました。近年前

田沢付近で事故が無いのも、か

かしが見守ってくれているんで

しょうね」と語っていました。

盛大に開催された受賞祝賀会

通行者を見守るかかし
今年のテーマは「浦島太郎」
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明
治
以
降
、
養
蚕
が
盛
ん
だ
っ
た
松

程
地
区
で
生
ま
れ
育
っ
た
阿
部
知
子
さ

ん
。
知
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
大
正
末
期

は
明
治
期
か
ら
続
い
て
い
た
養
蚕
が
最

も
盛
ん
な
時
代
で
し
た
。

　
今
年
８4
歳
を
迎
え
ら
れ
た
知
子
さ
ん

に
よ
る
と
、
当
時
は
今
の
西
五
百
川
小

学
校
の
辺
り
と
旧
五
百
川
橋
左
岸
付
近

に
大
手
製
糸
会
社
の
出
張
所
で
あ
る

「
購
繭
所
」
（
こ
う
け
ん
じ
ょ
）
が
あ

っ
た
そ
う
で
す
。
各
農
家
は
家
庭
で
育

て
た
蚕
を
そ
こ
に
持
ち
寄
り
、
会
社
が

買
い
取
っ
て
い
ま
し
た
。
知
子
さ
ん
の

実
家
は
会
社
が
引
き
取
ら
な
い
規
格
外

の
も
の
を
安
く
買
い
取
り
、
地
元
の
女

性
５
～
６
人
ほ
ど
を
雇
っ
て
糸
を
つ
む

ぎ
、
そ
れ
を
一
枚
の
反
物
に
仕
上
げ
る

商
い
を
営
ん
で
い
た
と
い
い
ま
す
。

　
当
時
は
現
在
の
よ
う
に
出
来
上
が
っ

た
着
物
（
服
）
を
買
う
風
習
は
な
く
、

ほ
と
ん
ど
の
家
庭
で
は
女
性
が
反
物
か

ら
着
物
に
仕
立
て
て
い
ま
し
た
。
知
子

さ
ん
の
実
家
で
は
、
商
売
柄
、
糸
や
反

物
が
豊
富
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
和
裁

と
機は

た

織お

り
に
関
し
て
は
幼
い
頃
か
ら
母

親
に
し
っ
か
り
と
し
つ
け
ら
れ
た
そ
う

で
す
。

　
そ
ん
な
幼
少
期
を
過
ご
し
た
知
子
さ

ん
。
24
歳
の
と
き
に
、
縁
あ
っ
て
常
盤

の
阿
部
宗
一
郎
さ
ん
の
も
と
に
嫁
ぎ
、

以
降
、
家
業
で
あ
る
商
店
を
手
伝
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
57
歳
で
店
頭
か

ら
身
を
引
き
、
そ
れ
を
機
に
、
長
年
離

れ
て
い
た
機は

た

織お

り
を
再
び
始
め
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。
嫁
入
り
道
具
と
し
て

持
参
し
た
自
分
の
織
機
は
す
で
に
処
分

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
代
わ
り
の
物
を

町
内
の
あ
る
方
か
ら
譲
っ
て
い
た
だ
い

た
そ
う
で
す
。

　
知
子
さ
ん
に
機は

た

織お

り
を
再
び
始
め
た

き
っ
か
け
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、
「
一

番
は
自
分
が
好
き
だ
か
ら
で
し
ょ
う
ね
。

そ
れ
は
幼
い
頃
か
ら
糸
や
反
物
、
機は

た

織お

り
が
身
近
な
存
在
と
し
て
あ
っ
た
こ
と

が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
昔

の
人
の
伝
統
技
術
が
埋
も
れ
て
れ
て
い

く
の
は
寂
し
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
し

た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▼
開
国
に
よ
り
製
糸
が
一
大
産
業
に

　
１
８
５
９
年
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
と
の

間
に
日
米
修
好
通
商
条
約
を
締
結
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
よ
り
、
２
０
０
年
以
上
続
い

た
鎖
国
が
終
わ
り
、
横
浜
・
長
崎
・
函
館

の
３
港
が
開
港
。
諸
外
国
と
の
貿
易
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
品
質
の
高

い
日
本
の
生
糸
が
大
量
に
輸
出
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
群
馬
県
の
富
岡
製
糸
場
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
、
全
国
的
に
製
糸
業
が

急
速
に
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

▼
盛
ん
だ
っ
た
西
部
地
区
の
養
蚕

　
そ
の
波
は
山
形
県
に
も
波
及
し
、
中
で

も
江
戸
時
代
の
藩
政
期
か
ら
藩
の
奨
励
の

下
で
養
蚕
業
を
学
ん
で
い
た
置
賜
地
方
で

は
、
養
蚕
景
気
に
沸
き
ま
し
た
。
朝
日
町

内
で
も
、
置
賜
地
方
に
近
い
上
郷
地
区
や

西
部
地
区
は
特
に
養
蚕
が
盛
ん
で
、
大
き

く
そ
の
景
気
の
恩
恵
を
受
け
ま
し
た
。

「
朝
日
町
の
歴
史
」
に
よ
れ
ば
、
松
程
村

（
当
時
）
で
は
、
明
治
2０
年
に
「
松
程
共

同
会
」
が
設
立
さ
れ
、
養
蚕
技
術
の
向
上

の
た
め
、
養
蚕
講
話
会
や
蚕
種
の
共
同
購

入
、
そ
の
ほ
か
桑
園
の
改
良
や
女
子
の
た

め
の
技
術
の
伝
習
会
等
の
活
動
も
行
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
明
治
42
年
に
は
農
民

の
手
に
よ
る
製
糸
場
と
し
て
「
松
程
協
同

製
糸
場
」
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

阿部 知子さん（常盤）

「できれば町内に
機
は た

織
お

り文化を残したい」
朝日町で最後の現役機

はた

織
お

り技術者

【拡大版】

朝
日
町
と

養
蚕
・
製
糸
業
の
か
か
わ
り
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▼
製
糸
業
の
衰
退

　
当
時
、
日
本
の
製
糸
産
業
は
全
面
的
に

ア
メ
リ
カ
へ
の
輸
出
に
依
存
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
昭
和
４
年
（
１
９
２

９
）
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
市
場
の
大
暴

落
を
き
っ
か
け
と
し
て
始
ま
っ
た
世
界
恐

慌
は
、
ア
メ
リ
カ
の
絹
需
要
を
急
激
に
減

退
さ
せ
、
日
本
の
製
糸
業
に
大
打
撃
を
与

え
ま
し
た
。

　
こ
の
恐
慌
に
よ
る
長
引
く
不
況
や
、
次

第
に
産
業
の
国
家
統
制
が
進
み
、
多
く
の

製
糸
工
場
が
軍
需
工
場
化
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
国
内
の
養
蚕
・
生
糸
産
業
も
減
退

し
て
い
き
ま
し
た
。

　
町
内
に
お
い
て
は
、
昭
和
3０
年
代
頃
ま

で
は
多
く
の
家
庭
で
養
蚕
が
行
わ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
が
、
絹
製
品
の
需
要
減
少
に

伴
っ
て
そ
の
数
も
次
第
に
減
少
し
、
今
で

は
完
全
に
養
蚕
農
家
が
消
滅
し
て
い
ま
す
。

各種大会等の成績

　
そ
う
し
て
長
年
続
け
て
き
た
機は

た

織お

り

で
す
が
、
出
来
上
が
る
反
物
は
多
く
な

る
一
方
。
そ
こ
で
宗
一
郎
さ
ん
も
株
式

会
社
朝
日
相
扶
製
作
所
（
昭
和
45
年
創

業
／
家
具
製
造
）
の
経
営
者
と
し
て
第

一
線
に
立
っ
て
い
た
頃
は
、
こ
れ
を
取

引
先
へ
の
手
土
産
と
し
て
た
び
た
び
持

参
し
た
そ
う
で
す
。
糸
か
ら
す
べ
て
地

物
を
利
用
し
て
作
ら
れ
た
逸
品
と
い
う

こ
と
で
、
特
に
高
い
年
齢
層
の
方
に
喜

ば
れ
た
ほ
か
、
直
接
手
に
取
り
、
様
々

な
デ
ザ
イ
ン
を
着
想
す
る
材
料
と
し
て

も
活
用
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
知
子
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
現
在
町
内
に

は
、
織
機
は
数
台
残
っ
て
い
る
も
の
の
、

現
役
で
織
っ
て
い
る
の
は
知
子
さ
ん
ご

自
身
さ
ん
だ
け
と
の
こ
と
で
す
。
「
時

代
の
流
れ
と
は
言
え
、
文
化
が
消
え
よ

う
と
し
て
い
る

の
は
残
念
で
す
。

朝
日
町
に
伝
わ

っ
て
き
た
機は

た

織お

り
文
化
で
す
の

で
、
で
き
れ
ば

織
機
と
と
も
に

町
内
に
残
し
た

い
で
す
ね
」
と

未
来
へ
の
希
望

を
込
め
て
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

▲知子さん手織りの織物

素材も絹やつむぎ、そしてちりめんなど
一般的なものからアオソまで様々。素材
にもよりますが一反の布（幅約37㎝、長
さ約12m）を仕上げるには、早くても１
カ月程度かかるそうです。

▼織物のほか和装には欠かせない
帯締めも一本の糸から手がけます。

■第30回ナイター野球大会（７

月６日～９月７日／朝日中グラ

ウンド）

▼Ａクラス優勝　ジャンボリー

▼Ｂクラス優勝　フェニックス

■ナイター野球30回記念トー

ナメント大会（10月13日～10

月27日／朝日中グラウンド）

▼優　勝　ジャンボリー

▼準優勝　朝日商工
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数
カ
月
に
町
の
観
光
協
会

か
ら
の「
観
光
情
報
の
メ
ー

ル
配
信
」
に
申
し
込
み
ま
し
た
。

最
近
は
ほ
ぼ
毎
週
の
よ
う
に
、

携
帯
電
話
に
週
末
の
イ
ベ
ン
ト

情
報
な
ど
が
届
き
ま
す
。
正
直

言
っ
て
、
町
内
で
も
毎
週
こ
れ

だ
け
い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
開
催

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。

　
私
自
身
も
ち
ろ
ん
、
全
て
の

イ
ベ
ン
ト
に
足
を
運
ん
で
い
る

問 「
観
光
情
報
の
メ
ー
ル
配
信
」
で
町
の
動
き
を

キ
ャ
ッ
チ
し
て
い
ま
す

みなさんからのおたよりでつくるコーナーです。

町に対する意見や要望、質問、提案などお待ちしています。
なお、無記名での投書に対しては、事実関係の確認が難しく、
回答できない場合もありますので、ご了承ください。

　■あて先／〒990－1442　朝日町大字宮宿1115番地
　　　　　　　　　　　　　朝日町役場 政策推進課 地域情報係
　　　　　　　　　　　　　（電話：67－2112　ﾌｧｯｸｽ：67－2117）
　■メール／inform＠town.asahi.yamagata.jp

町民の

　声

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
た

と
え
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
な

く
と
も
、
い
ろ
い
ろ
な
町
内
の

動
き
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
登

録
す
る
価
値
が
あ
っ
た
も
の
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
メ
ー
ル

配
信
」
の
登
録
者
は
ど
れ
く
ら

い
い
る
ん
で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ

多
く
の
人
に
登
録
を
お
す
す
め

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
無
記
名
】

答
こ
の
「
メ
ー
ル
配
信
」
は
、

平
成
2０
年
７
月
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
当
初
は
配
信

頻
度
も
あ
ま
り
高
い
と
は
言
え

な
い
状
況
で
し
た
が
、
今
年
４

月
以
降
は
町
観
光
協
会
の
体
制

が
充
実
し
た
こ
と
か
ら
、
徐
々

に
頻
度
を
高
め
、
７
月
か
ら
は

原
則
と
し
て
毎
週
金
曜
日
に
週

末
町
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
情
報
な
ど
を
配
信
し
て
い
ま

す
。

　
町
以
外
の
団
体
が
主
催
す
る

イ
ベ
ン
ト
情
報
に
関
し
て
も
、

積
極
的
に
配
信
し
て
い
ま
す
。

周
知
を
図
り
た
い
催
し
等
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
登
録
者
に
つ
い
て
は

現
在
の
と
こ
ろ
ま
だ
１
０
０
人

程
度
の
状
況
で
す
。
そ
こ
で
協

会
で
は
今
後
さ
ら
な
る
受
信
者

を
募
集
す
る
た
め
、
こ
の
ほ
ど

無
袋
ふ
じ
り
ん
ご
（
５
キ
ロ
）

が
当
た
る
「
観
光
情
報
メ
ー
ル

で
ゲ
ッ
ト
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
11
月
１
日
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
ど
う
ぞ
こ
の

機
会
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
町
観
光
協
会
事
務
局
】

マーティ先生からハロウィンパーティーのお知らせ
参加する人は必ず仮装してきてね

■日時　11月28日（土）午後１時～３時

■場所　開発センターホール

■定員　１５０人

■チケット　一人３００円

　11月18日～26日までの平日、午前８時

　30分から午後５時までの間、創遊館内の

　教育委員会事務室で取り扱い。１５０人　

　限定ですのでお早めに。

■その他　当日、新型インフルエンザの疑　

　いがある人の参加はご遠慮ください。

■問合せ　教育委員会教育文化課

　　　　　　　　　　　☎６７―３３０２

無袋ふじりんご（５キロ）が当たる

「観光情報メールでゲット！キャンペーン」
▼対象者　①すでにメール会員の方
　　　　　②新規にメール会員となった方

▼応募方法　携帯電話のメールから下記のアドレス宛
　にご応募いただくか、下記のＱＲコードを読み込ん
　で、そのアドレスにご応募ください。

宛先：kankou-jh@town.asahi.yamagata.jp
題名：「メールでゲット」と入力
本文：①「性別」②「都道府県名」③「市町村名」を
　　　入力

▼募集期間　12 月 20 日（日）まで

▼当選発表　ご応募いただいた
　携帯電話のメールアドレスを
　通じてお知らせいたします。

▼問合せ先　朝日町観光協会
　　　　　　☎６７- ２１３４
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■10月１日～10月31日届出

おしあわせに

やすらかに

区　名　　　死亡者氏名　　　世帯主名

助ノ巻　　鈴　木　一　男　　トシノ

中　沢　　堀　　　新一郎　　和　彦

大谷四　　和　田　新五郎　　信　由

大谷一　　白　田　志づゑ　　美喜子

大　町　　長　岡　サキエ　　浩　之

本　町　　樋　口　ハル子　　儀四郎

堀　　　敬　一
（舟　渡）

伊　藤　律　子
（大江町）

佐々木　浩　雄
（長井市）

鈴　木　直　美
（宇津野）

掲載を希望しない方は、届け出

の際にお申し付けください。　

●平成２１年１０月３１日現在
　　人　口　８，２４９ 人 （－　４）
　　　男　　４，０８８ 人 （－　７）
　　　女　　４，１６１ 人 （＋　３）
　　世帯数　２，５３７世帯（±　０）
　　　　　　　　　（　　）内前月比
　――――１０月中の異動―――――
　出　生　　５人　転　入　　１２人
　死　亡　　７人　転　出　　１４人

人口と世帯数

すこやかに

区　名　　出生児氏名　　性別　保護者名　

夏　草　佐　藤　紗
さ

　絢
あや

　 女 　 修 ・弘美

助ノ巻　鈴　木　桃
もも

　羽
は

　 女 　俊吾・ 旬 

西船渡　若　月　莉
り

　穏
おん

　 男 　一浩・裕子

真　中　小　嶋　惺
せい

　我
が

　 男 　紘太・真季

杉　山　齋　藤　　　慧
けい

　 女 　 隆 ・さなえ

お詫びと訂正
　広報あさひまち10月号３頁「特集　地上デジタル放送」
の記事の中で以下のとおり掲載内容に誤りがありました。
お詫びして訂正いたします。

誤…今ならもらえる「エコポイント」・・・・・
　　（平成21年３月31日購入分の商品までが対象です）
正…今ならもらえる「エコポイント」・・・・・
　　（平成22年３月31日購入分の商品までが対象です）

※なお、この購入期限は制度創設時のものであり、今後　
の政府の動向次第では延期される可能性もあります。

　新型インフルエンザの影響で中止

となった町民アップル駅伝競走大会。

各チームはこの大会のため走り込み

を重ねてきただけに、中止を残念が

る声も多く聞かれました。

　そんな中、大谷風神会（志藤正利

会長）では中止のうっぷんを晴らそ

うと、昨年１月の箱根駅伝で東洋大

学の７区を務めた桜井豊さん（大谷

五区出身）を招き、「箱根ランナー

にチャレンジ　櫻井豊 vs 大谷風神

会」といったイベントを11月１日開

催しました。

　内容は、秋葉山交遊館を発着地点

に、大谷・栗木沢を通過する一周

約2.4キロのコースを周回するもの。

櫻井さんが一人で10周、24キロを走

り切ったのに対し、風神会のメンバ

ーは10人ずつ２チームに分かれ、タ

スキをつなぎました。

　結果は約２周分の差で櫻井さんが

勝利しましたが、冷たい雨にもかか

わらず、風神会の皆さんも全員が各

自の区間を走り切り、その後は櫻井

さんも交えて、格別の味のお酒を楽

しんだそうです。

「
ア
ッ
プ
ル
駅
伝
」
中
止
の
う
っ
ぷ
ん
を
晴
ら
す

箱
根
駅
伝
ラ
ン
ナ
ー 

櫻
井 
豊
さ
ん 

に
チ
ャ
レ
ン
ジ



指導者の家族の
ご理解も

忘れてはなりません

わが町の芸術文化

　
今
回
の
特
集
で
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

指
導
者
や
中
学
校
部
活
動
の
コ
ー
チ
の

方
々
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
私
自
身
、
長

年
ス
ポ
少
に
お
世
話
に
な
っ
た
身
で
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
話
を
興
味
深
く
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
お
話
を
お
伺
い
し
た
方
の
一
人
か

ら
印
象
的
な
一
言
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
、「
子
ど
も
た
ち
の
活
躍
を
支
え
る
の
が

我
々
指
導
者
だ
と
す
れ
ば
、
指
導
者
を
支

え
る
の
は
家
族
。
い
く
ら
子
ど
も
や
ス
ポ

ー
ツ
が
好
き
で
も
家
族
の
理
解
な
し
で
は
、

こ
う
し
た
指
導
も
で
き
な
い
ん
で
す
」
と

い
う
内
容
の
も
の
。
指
導
者
の
ご
家
族
の

存
在
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
気
付
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発
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町
　
■
編
集
　朝
日
町
広
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員
会
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形
県
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山
郡
朝
日
町
大
字
宮
宿
1115　
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■
印
刷
　寒
河
江
印
刷
株
式
会
社

「ドーン」というすさまじい轟音を立てて繰り広げられる戦国時代

さながらの演武に、観衆から驚嘆の声が上がっていました。

（11 月３日町芸術文化祭にて）

「
森
重
流
砲
術
は
、
防
州
末
武
（
山
口
県
）
の
森
重
靭
負
都
由

（
も
り
し
げ 

ゆ
き
え
す
べ
よ
し
／
１
７
５
９-

１
８
１
６
）
が
流

祖
で
す
。
彼
は
砲
術
に
加
え
船
戦
法
や
兵
学
を
も
学
ん
だ
人
物
で
、

射
法
は
、
作
法
を
重
ん
じ
小
銃
か
ら
大
砲
ま
で
細
か
く
繰
法
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
上
杉
鷹
山
の
時
代
に
は
米
沢
藩
に
出
向
き
、

藩
士
ら
に
砲
術
・
火
術
を
伝
授
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
森
重
流
砲
術
の
研
究
を
40
年
以
上
行
っ
て
き
ま
し
た
。
平

成
５
年
に
東
京
よ
り
朝
日
町
に
転
入
し
、
平
成
６
年
か
ら
地
元
の

門
下
生
と
共
に
毎
月
１
回
稽
古
を
重
ね
、
学
問
的
に
も
正
統
な
森

重
流
砲
術
を
伝
承
し
て
き
ま
し
た
。
長
年
の
研
鑽
の
結
果
、
平
成

８
年
に
は
、
森
重
流
砲
術
を
伝
承
し
て
き
た(

社)

日
本
ラ
イ
フ
ル

射
撃
協
会
の
前
会
長
の
（
故
）
安
斎
実
氏
よ
り
免
許
を
皆
伝
さ
れ
、

師
範
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
全
国
各
地
で
行
わ
れ
る
古
式
砲
術
演
武
大
会
に
も
参
加

し
、
安
斎
氏
が
昭
和
６
年
よ
り
長
年
に
わ
た
り
研
鑽
伝
承
し
て
き

た
古
式
砲
術
の
火
を
受
け
継
ぎ
守
っ
て
い
ま
す
」(

永
井
さ
ん
談)

森重流砲術伝承会
師範　永井正之さん（松原）

森
重
流砲

術
伝
承
会

か
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
集
の
後
半
部
分
に
は
一
昨
年
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
剣
道
個
人
で
全
国
制
覇
を
成
し

遂
げ
た
村
山
仁
さ
ん
よ
り
コ
メ
ン
ト
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
文
章
全
体
に
大
谷
剣

道
ス
ポ
少
に
対
す
る
村
山
さ
ん
の
熱
い
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、「
帰
る
場
所

が
あ
る
幸
せ
」
と
い
う
言
葉
に
は
特
に
感

動
し
ま
し
た
。
余
談
で
す
が
、
こ
の
言
葉

を
目
に
し
た
時
、
某
人
気
ア
ニ
メ
「
Ｇ
」

の
最
終
話
で
主
人
公
「
Ａ
」
が
同
じ
内
容

の
言
葉
を
口
に
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
し
た
。

佐
久
間
　
淳


